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発達障がいのある子どもへの支援プロジェクト【知事重点事業】
１．通常の学級における発達障がい等支援事業費　
【事業目的】

幼稚園や小・中学校の通常の学級において、発達障がい等のある児童生徒も含めたすべての子どもにとって、わかりやすい授業の展開、過ごしやすい学級集団づくりをすすめる。

【平成2５年度当初予算額】　　２,０７９千円　
【事業内容】
（1）　対　象　府内（政令市除く）公立幼稚園・小・中学校
（２１校園（７地区×３校園））を実践研究校園に指定）
（2）　事業期間　平成2５・２６年度の２年間

（3）　内　容

○　実践研究校園は、府教委が派遣するアドバイザリースタッフの指導助言を受け、すべての子どもにわかりやすい授業づくりや認め合える学級集団づくりなどについての実践研究を行う。

　　○　地区別に研修会を実施し、実践内容や指導助言内容を共有し、府内の幼・小・中学
　　　校に成果を普及させる。
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　　　＜実践研究校園における取組内容＞





２．高等学校における発達障がい等支援事業費
【事業目的】

発達障がい等がある生徒が、高等学校卒業後に自立した社会生活に必要となる力の育成をすすめる。

【平成2５年度当初予算額】　　１,６２０千円
【事業内容】　　　　　　　　　
（1）　対　象　府立高等学校（４校をモデル校に指定）
（2）　事業期間　平成２５・２６・２７年度の３年間

（3）　内　容

○　モデル校において、就労支援のための検査を実施し、生徒の特性を見立て、生徒の自覚を促すとともに、学校がその特性を把握して支援していく。また、成果をフォーラム等を通じて共有し普及させる。[image: image5.png]



１　担　当　市町村教育室小中学校課


担当者　教務グループ　松元、河上


内　線　５４８６


直　通　０６-６９４４-３８１６


２　担　当　教育振興室高等学校課


担当者　生徒指導グループ　濵﨑、松野


内　線　３４３２


直　通　０６-６９４４-３８５８








主要事業　４





◆すべての子どもにわかりやすい授業展開や教材の開発


◆すべての子どもが認め合える学級集団づくり


◆学校全体での一貫した指導


◆校種間のスムーズな引継ぎ　等





幼稚園


小学校


中学校





地区別研修会


・実践報告による指導助言内容の共有


・府内全幼稚園小中学校への成果の普及





学識経験者による指導助言









